
Androidアプリを作るための環境設定 

「2013年 2月時点での最新バージョン」 

 

2013年 2月時点での最新バージョンは Android SDK,Android ADT,Eclipseなどがすべて

バンドルされています。ダウンロードされるバージョンは以下です。 

・Android SDK 

android-sdk_r21.0.1-windows 

・Eclipse 

Eclipse 4.2 Juno(英語版) 

 

1．Android SDK, Android ADT,Eclipseのダウンロード 

Android SDKをダウンロードするには以下のサイトから行います（今までと同じサイトで

す）。 

http://developer.android.com/sdk/index.html 

 

① Download the SDK ADT Bundle for Windows」をクリックします。 

 

以下の内容が一括ダウンロードできます。 

・Eclipse + ADT Plugin(Android Developer Tools プラグイン) 

・Android SDK Tools 



・Android Platform -tools 

・最新の Android プラットフォーム 

・最新の Android システムイメージ（エミュレータ用） 

 

②同意にチェックを入れ、自分のWindowsシステムに応じて 32-bitか 64-bitを選択しま

す。私の環境（Windows7：64-bit）では 64-bitを選択した場合は Eclipseが起動しません

でしたので、32-bitを選択してダウンロードしました。 

 

 

② 「保存」を選択し、デスクトップに保存します。 

 

 

④ダウンロードされたフォルダ（adt-bundle-windows-x86）を右クリックし「すべて展開」

を選択します。 

 

 

⑤以下のようなフォルダが展開されます。 



 

eclipseフォルダは以下のような構成です。 

 
「注」「DOWNLOAD FOR OTHER PLATFORMS」を選択すれば個々のプラットフォー

ムに対しダウンロードすることもできますし、Android SDKのみダウンロードすることも

できます。 



 

 

2. Eclipseの起動 

①eclipseフォルダの eclipse.exeを右クリックしてショートカットを作成し、デスクトップ

に移します。 

 
 

②eclipseショートカットをダブルクリックして Eclipseを起動します。 

この時点での起動画面は以下で、Eclipseのものではありません。 



 

 

③Workspace名を入力します。 

 

「注」ワークスペースを切り替えて使いたい場合は「Use this as the default and do not ask 

again」のチェックを外しておきます。Eclipseの「File」-「Switch Workspace」でワーク

スペースを切り替えることもできます。 

 

3．Eclipseに ADTをインストール 

ADT (Android Developer Tools)は Eclipse用のプラグインです。ADTを Eclipseにインス

トールするには Eclipse起動画面で以下の操作を行います。 

① Help」－「Install New Software」を選択します。 



 

 

②「Work with」に「https://dl-ssl.google.com/android/eclipse/」を入力して「Add」ボタ

ンをクリックします。 

 

 

③「Name」を、たとえば「Android plugin」と入力します。 

 

 

③ Developer Tools」にチェックを入れます。 



 

 

⑤後は指示に従ってインストールを行います。 

 

4. Android SDK Managerを起動してロードするパッケージを指定 

Android SDK Managerを使って Eclipseにロードする Android SDKパッケージを指定し

ます。 

①「Window」－「Android SDK Manager」を選択します。 

 

 

②「Tools」にチェックを入れ、希望する Androidバージョンにチェックを入れます。ここ

では「Android 4.2(API 17)」にチェックを入れました。Installボタンでインストールを開

始します。インストールには大変時間がかかります。 



 

 

4. AVDの設定 

AVD（Android Virtual Device）はエミュレータ上で Androidアプリを実行するための仮

想デバイスです。 

①「Window」－「Android Vertial Device Manager」を選択し、「New」を選択します。 

以下の項目を入力します。 

・AVDの名前は何でもよいですが、ここでは「AVD」とします。 

・Deviceのサイズを指定します。ここでは 3.7インチWVGA(480×800:hdpi)を指定しま

した。 

・ターゲットには希望する Androidバージョンを指定します。 



 

 

②以下のように AVDが作成されます。 

 

 

5. Eclipseの再起動 

すべての設定が終了したら Eclipseを再起動します。今度は以下のような Eclipseの起動画

面になります。 



 

 

 

 


